
] 金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりである。

（単位：千円）

貸借対照表計上額
（＊１） 時価（＊１） 差額（＊１）

{ 投資有価証券及び有価証券

満期保有目的の債券 500¶264 504¶299 4¶035

その他有価証券 1¶200¶000 1¶200¶000 `

| 現金及び預金 6¶962¶300 6¶962¶300 `

} 未収附属病院収入 3¶688¶858

徴収不能引当金（＊２） �137¶000

3¶551¶858 3¶551¶858 `

~ 国立大学財務・経営センター
債務負担金

(16¶940¶950) (18¶043¶522) (1¶102¶572)

� 長期借入金 (7¶709¶679) (7¶519¶240) (�190¶438)

� リース債務 (998¶058) (1¶002¶394) (4¶336)

‚ 未払金 (5¶631¶762) (5¶631¶762) `

（＊１） 負債に計上されているものについては、（ )で示している。
（＊２） 未収附属病院収入に対して計上している徴収不能引当金を控除している。

\ 固定資産の取得及び処分、減価償却費（「第84 特定の償却資産の減価に係る会計処理」及び「第89 資産除去債務に係る特定の除去費用等の会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）並びに減
損損失の明細

（単位：千円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減価償却累計額 減損損失累計額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産）

建 物 35¶445¶133 1¶146¶793 21¶505 36¶570¶421 13¶471¶508 2¶443¶585 26¶658 ` 4¶925 23¶072¶254

構 築 物 2¶140¶158 80¶429 4¶331 2¶216¶256 1¶041¶451 127¶531 8¶627 ` ` 1¶166¶177

機 械 装 置 49¶243 ` ` 49¶243 31¶443 6¶572 ` ` ` 17¶799

工具器具備品 1¶138¶607 5¶885 3¶534 1¶140¶958 882¶279 78¶716 ` ` ` 258¶679

図 書 ` ` ` ` ` ` ` ` ` `

附 属 明 細 書
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９．金融商品関係
\ 金融商品の状況に関する事項
当法人は、資金運用については預金、国債、地方債及び政府保証債等に限定し、資金調達につ
いては国立大学財務・経営センターからの借入れに限定している。
資金運用にあたっては国立大学法人法第35条が準用する独立行政法人法第47条の規程に基づ

き、国債のみを保有しており社債及び株式等は保有していない。また、未収附属病院収入は、国
立大学法人信州大学債権管理事務取扱細則に沿ってリスク管理を行っている。
国立大学財務・経営センター債務負担金及び長期借入金の使途は附属病院の整備資金であり、
文部科学大臣の事前承認に基づいて借入れを実施している。

（注１）金融商品の時価の算定方法
{ 投資有価証券及び有価証券

満期保有目的の債券については、取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格に
よっている。また、その他有価証券は譲渡性預金であり短期間で決済されるため、時価は
帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっている。

| 現金及び預金、並びに} 未収附属病院収入
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価
額によっている。なお、未収附属病院収入のうち貸倒懸念債権については、担保又は保証
による回収見込額等により、時価を算定している。

~ 国立大学財務・経営センター債務負担金、� 長期借入金及び� リース債務
これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入又は、リース取引を行っ
た場合に想定される利率で割り引いて算定する方法により算定している。

‚ 未払金
短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ
ている。

10．賃貸等不動産関係
当法人は、長野県内において、賃貸等不動産を保有しておりますが、賃貸等不動産の総額に重要
性が乏しいため、注記を省略している。

11．積立金の国庫納付等
\ 前中期目標期間最終年度の積立金の期末残高は4¶538¶571千円であり、これに前中期目標期間の
最終年度の未処分利益2¶256¶601千円及び目的積立金の使用残額852¶578千円を加えると、積立金
は7¶647¶751千円となる。

] この積立金7¶647¶751千円のうち、今中期目標期間の業務の財源及び固定資産の見合い等として
繰越しの承認を受けた額は6¶631¶597千円であり、差し引き1¶016¶153千円については国庫に納付し
た。

12．重要な後発事象
該当事項はない。

13．その他
貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書及び国立大学法人等業務実施コスト計算書
の記載金額は、千円未満を切捨てて表示している。
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